
研究部門内水田で「さなぶり」を開催 

農地基盤工学研究領域長 原口暢朗 

 6 月 3 日(月)、研究部門内の試験圃場で毎年恒例の「さなぶり」の田植えが行われまし
た。さなぶりは、田植えを無事に終えたことを神様に感謝し、豊作への祈りをこめて行わ
れる行事です。 

試験圃場では機械による田植えを行いますが、一部の区画を田植えせずに残しておき、
その区画に皆で稲の苗を手植えし、お祝いとしています。 
 当日は、曇り空のなか、最高気温は 25℃を超えて夏日を記録しました。開会の挨拶と手
順の説明に続き、土居部門長以下、職員約 20 名が参加して、コシヒカリの苗を植えまし
た。 

 実り豊かな秋を迎えられるよう、しっかりと栽培管理を行っていきたいと思っていま
す。 

部門長も「海外でダムサイトを歩く格好」で参加 企画管理部長も慣れた手つきで田植え 

あらかじめ決められた区画に移植 人海戦術により短期間で作業終了 
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